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神奈川支部情報 ９条フェスタ 2009 報告＜特集号＞ 

発行者 撫順の奇蹟を受け継ぐ会神奈川支部 松山英司  発行日 2010.2.1 

９条フェスタ 2009 参加企画 

<主催> 撫順の奇蹟を受け継ぐ会 

侵略の歴史を忘れないために ～元兵士のか証言ら学ぶ～ 

2009年 11月 15日会場：大田区産業プラザ PiO 6F D 会議室 
第一部  <元兵士の証言> 絵鳩毅さん 

第二部    <対談と映像>  絵鳩毅さん、姫田光義さん、若者代表 

 
 

９条フェスタで絵鳩さん証言 
 
昨年 11 月 15 日に開催された「９条フェスタ 2009」は年々盛大となって今回

は主催者発表で、１００団体、３０００人が参加しました。 

撫順の奇蹟を受け継ぐ会ブースは午前、午後合わせて、延べ１５０人が参加

して絵鳩さんのお証言に耳を傾けていました。 

中帰連の方たちは高齢化のために、公共交通機関などで出かけていただくこ

とがいよいよ困難な状況になってきました。それでも９６才になられた絵鳩さ

んはたいへんお元気に証言集会に来ていただきました。第１部（午前中）で証

言していただき、第２部（午後）は、岩手支部が計画して実現した撫順戦犯管

理所訪問した中学生の報告と「泥にまみれた靴で」（ＤＶＤ）の上映を挟んで、

再び絵鳩さんに対談に出席いただきました。 

丸一日たっぷりとお話しされた絵鳩さんの証言も、対談をコーディネートし

ていただいた、顧問の姫田先生のお話もたいへん貴重なお話しでした。あらた

めて以下のように記録しました。 

 

第１部 <証言> 

物心つく頃から戦争体験まで 

  
 幼い頃からの教育により自然に天皇に畏敬の念を持ち、当時は外国人をチャ 
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ンコロ、ロスケ、ケトウなどの言葉に何の疑問も持たず平気で使っていた。 
 絵鳩さんは旧制水戸高校時代の左翼運動にも参加せず、東京帝国大学（東大）

の文学部倫理学科を卒業し文部省に入省した。教学局思想課に配属され図書検

閲を命じられたが、「尊敬する先生を売ることはできない！」と退官、地方の女

学校の教師となる。４１年７月に臨時招集され、翌年４月に北支那派遣軍第１

２軍第５９師団第５４旅団第１１１大隊機関銃中隊に配属された。 
 
 初年兵教育時代は鉄拳制裁が日常茶飯事で、絵鳩さんは高学歴故に余計制裁

に遭った。軍では大隊長命令で中国人を木に縛り付け部下に訓練のため銃剣で

突き刺せ（実的刺突）、また、「人間地雷探知機」として中国人を行軍の先頭に 
歩かせ犠牲を強いたことなどを証言した。 
 会場からの「リベラルだった絵鳩さんが何故？」の質問に、「当時、上官の命

令は朕（天皇）の命令であり、上官の命令に背くことは、自らの命と引換にし

か出来なかったことをご理解して戴きたい」と答えた。 
（第１部の報告は芹沢さんのＪＡＮＪＡＮへの投稿記事から転用させていただきました。

記事全文は下記）http://www.news.janjan.jp/living/0911/0911183340/1.php 

 

第２部  <対談> 

シベリア抑留と戦犯管理所体験 
 

奇蹟とは何か 

 
姫田さん： 
本日は午前中から本当にすばらし

い会にできたと思います。ありがとう

ございます。私の教え子ですが、若者

にも参加してもらっています。私が少

しお話しした後に、午前中からの感想

を話していただいて絵鳩さんへの若

者からの質問をしていただこうかと

考えています。 
 私は今年の９月に重慶に行きまし 
た。日中戦争史の国際シンポジューム 

に参加してきました。重慶というとこ 
ろはご存じのとおり、日本軍による重 
慶爆撃によって数万人の犠牲者を出 
した大都会です。 
 一昨年でしたか。重慶でサッカーの 
試合があったときに市民からブーイ 
ングがあったことが報道されて、国際 
的にも問題になったことがありまし 
たね。あれは、私が見ていても行きす 
ぎたブーイングだったと思います。日 
本に対する反感が直接表れてあのよ 
うな「ブーイング事件」になったのだ 
ろうと思いますが、学生さんたちとも 
話しましたが意外に冷静でした。 
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 日本では、「中国では愛国教育が盛

んに行われている」と言われています

が、それは教科書の中に正確に当時の

日本軍がやったことを書けば、日本人

から見れば「反日教育」と見られるか

もしれませんが、それは歴史事実を書

いているということであります。私は

地方各地を歩いてびっくりしたので

すが、中国に２千数百から３千近くあ

る各県のどこの県にも地方史研究会

のようなものがあります。またそのど

この研究会にも中国共産党の指導に

もとづいて、党史研究の部門がありま

す。どこでも必ずそこで過去の歴史に

ついて資料を集めて研究しているの

です。そういうことを見て「反日教育」

と言えるかどうかです。私たち日本人

から見た場合そう見えたとしても、中

国人の側から見た場合はあたりまえ

のことをやっているに過ぎません。 
 私が重慶会議に参加して少し安心

したのは、日本で言われているほど激

しい反日教育が行われているわけで

はないとうことでした。だから安心し

ていいのかというと、そうはならない

のです。日本人自身の問題としてどう

なのかとなると、先ほどからの絵鳩さ

んのお話やビデオでの映像などにも

ありましたように、歴史事実としては

きちっと押さえておく必要があると

思います。これが一番大事なことです。 
 またこれが私たちの国際シンポジ

ュームの趣旨でもありました。歴史的

事実はきちっと明らかにしていく、そ

の事実の上で各国、各民族がそれぞれ

の立場から議論することはいいと思

います。 

 私の場合は、先ほどご紹介があった

ように、中帰連誌の４４号で「私がな

ぜ撫順の奇蹟を受け継ぐ会の顧問を

引き受けたか」、について書いておき

ました。字数が多いので私は B.K.U
（撫順の奇蹟を受け継ぐ会）と言って

います。なぜ B.K.Uなのか。「奇蹟」
とは何か。 
広辞苑をひも解いてみてください。

「奇蹟」とは有りえないこと、あるい

は有りえないほどふしぎなこと、と書

かれています。すなわちその滅多にあ

りえない話を私たちジュニアが受け

継いでいく、ということなのですね。 
奇蹟とは何か。私は３つあると考え

ています。１つは人間が鬼に変わって

いくというということは今日の絵鳩

さんの話にもあるように、そのような

ことはあります。しかし鬼から人間に

代わることは難しいのです。 
人間から鬼に変わっていくのは簡

単とは言いませんが、暴力的に強制さ

れたりしながら、意外に簡単に変わっ

ていきます。しかし、１回鬼になって

しまった人は人間に変わっていくた

めにはどれだけの苦悩が、つまり自分

の犯した罪を口にするということが

どれだけ苦しいことかということが。 
今日の絵鳩さんのお話を聞き、「泥

にまみれた靴で」の DVDをご覧にな
った方はお分かりでしょう。どれだけ

の抵抗の中でのお話か、その話をされ

ているということが、ご自分が変わっ

ていったということを示しているの

です。 
この、鬼から人間に変わってきた奇

蹟、これが一つです。もう一つは鬼か
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ら人間に変えていった人たち、という

ことについて私はつくづく思うので

す。私はじつは中国共産党史の研究者

です。ですから、中国共産党の歴史に

ついては意外によく知っています。し

かし今日その中国共産党がどれだけ

悪口を言われているかということも

承知しています。 
しかし歴史の中で中国共産党は、少

なくとも１９４９年までやってきた

こと、これは人間的に見てとてもすご

いことだと思います。「捕虜に対する

優遇措置」なんて日本人には考えられ

ませんね、本当に。 
日本軍は南京大虐殺のときに、一挙

に４万１千人の部隊を殺してしまっ

たという事実があります。犠牲者の数

が、合計３０万人とか１７万人とかの

議論はあるようですが、とにかく少な

くとも数万人単位の人を一挙に殺す

ということを日本人はやってきたの

です。 
しかし中国人は、共産党はそれをや

らなかった。捕虜に対して優遇措置を

とる。これには戦略的な意味もあった

でしょう。当然にも。捕虜を自分の側

の味方にして一緒に戦う、ということ

です。これを１９４９年までの内戦の

ときにそれを実際におこなったので

す。これによって国民党蒋介石軍が

次々と寝返って共産党と一緒に戦っ

たのです。 
どうしてそんなことができたので

しょうか。それには捕虜を救済し、優

遇するという伝統があったからです。

その中国人同士で行ってきた伝統を

日本人に対してもそれを適用したわ

けです。 
また、私の研究の一つに「延安にお

ける日本人の反戦活動について」とい

う本を出していますが、絵鳩さんたち

が体験された時よりも以前に、捕虜に

なった日本人兵士たちが、中国人たち

と一緒になって日本軍国主義と闘っ

たという歴史があるのです。その人た

ちが最大限で８０００人から１万人

はいます。しかしその事実を意外に日

本人は知らないのです。日本人の兵士

たちが、自ら変わって日本軍国主義、

天皇制軍国主義と戦ったという歴史

があります。 
なぜそうなったのか、というとそれ

はまず第一に命を大切にする、第二に

食べ物をきちっと与える、第三に暴力

を振るわない、たったこれだけのこと

です。「あなたの命は大切なのですよ」、

「大切にしなさいよ」、いうことを徹

底的に日本人捕虜に教えたのです。そ

してそれが嘘ではないよ、といって絵

鳩さんのお話にもありましたし、苦し

い延安での山の中での生活の中で日

本人に白い飯を食べさせているので

す。うどんも食べさせているのです。 
このようにしていながら日本人捕

虜に、日本軍と戦え、などと強制的に

は一切言わないのです。ジュンジュン

と諭すのです。じっさいに「反戦兵士」

といわれるまでには一年から三年く

らいはかかっているのです。これはな

んと撫順の奇蹟のもう一つ前の奇蹟

のことですが、意外に日本に知られて

いないのです。私は第二の奇蹟として

中国人が日本人を変えていく、その奇

蹟、日本人にも無い。ドイツ人にも無
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かった。このような、第二次世界大戦

中、あるいは大戦後における、人間が

人間を変えていく努力、これがやはり

私は素晴らしい奇蹟だと思います。こ

れが第二の奇蹟です。 
第三の奇蹟は何かというと、この二

つの奇蹟を若い人たちが受け継ぐ奇

蹟であります。撫順の奇蹟を受け継ぐ

会は若い世代が引き継ぐということ

がスローガンですので、よろしくお願

いします。我こそは若いと思う人はす

べてジュニアです。どんどん参加して

いただきたいところです。人間が人間

を変えていく、人間が人間として変わ

っていく、この二つの奇蹟をきちっと

受け継いで、後世に残していこうとい

うことがまた奇蹟だと、私は思います。 
 今日は会場の入り口で右翼の人た

ちの歓迎を受けましたが、あの右翼の

人たちとはっまったく違った意味で

この奇蹟を受け継いでいくだろう、と

私はそう信じています。 
  
 中帰連の方々は、絵鳩さんは９６才

になられて、最低の年齢の方でも８６

才です。それ以下の人たちになります

と、われわれがよくいう「老・中・青」

と言いますが私は中年であります。老

と青の間につなぎ役として BKUの顧
問を引き受けているわけです。 
 今日はその中の青の代表としてき

てもらっている若者にバトンタッチ

します。どうもありがとうございまし

た。（拍手） 
 
若者代表： 
私は戦争にかかわる問題について

は学校で勉強しただけの認識しかあ

りませんが、いろんな残酷なことがあ

ったことについても、それを聞いて耳

を塞ぎたくなるし、目をそむけたくな

ります。でも今後の日中友好、世界平

和にために何かをするとすればその

歴史を忘れてはならないし、私たちが

どのような決意で真剣に考えなけれ

ばならないのか、と思いました。 
私もこの撫順の奇蹟を受け継ぐ会

について私もその中心は奇蹟につい

てだと思います。姫田先生がお話しさ

れた鬼から人間に変わること、変える

こと、これが撫順の戦犯管理所がきっ

かけでその奇蹟が生まれたのだと思

いますが、その戦犯管理所でのお話を

もう少し聞かせてください。よろしく

お願いします。 
 

社会主義の優越性？！ 

━シベリア抑留を体験して━ 

 
絵鳩さん： 
それでは午前中に引き続きまして、

戦後の私の体験、一言で言うならば、

どのようにして戦後、過去の戦争犯罪

を反省していったか、というテーマに

なろうかと思います。最初に、撫順戦

犯管理所での人道的な待遇について

語る前に、戦後初めて社会主義国家ソ

同盟に捕虜として送られました。その

時の体験の感想からお話します。 
これが同じ社会主義国家でありな

がら、残念ながらそれは天と地の違い

があった。私自身の体験からそう申し

上げます。ことさらソ同盟を非難しよ
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うという意思は毛頭ありません。むし

ろ、ソ連に連れて行かれた時に、絶望

のどん底にありながら考えたことは、

過去学生時代に少々ではあったがか

じっていた社会主義国家の優越性、と

いうことは若干認識していました。そ

れを実際にこの目で見られるという

楽しみもありました。しかしこのこと

は徹底的に裏切られました。今思うと、

まことに残念に思います。 
昭和２０年８月の終戦当時、私たち

の部隊は北朝鮮に移動していました。

ために、ソ連軍の武装解除を受けて、

捕虜としてシベリアに連行されて５

年間の強制労働に供せられました。こ

の５年間のシベリアでの体験は私に

とっては死の地獄、死の体験でありま

した。 
シベリアに抑留された多くの捕虜

が、民主運動という嵐の中に巻き込ま

れました。シベリアでは民主運動が極

めてさかんでありましたが、私はこの

シベリアでの民主運動には背を向け、

６００名収容者の中のたった一人の

「反動分子」として摘発されて、密室

に閉じ込められたという体験があり

ます。 
シベリアでの体験の中で、一番残念

に思うことはソ連は日本人捕虜に対

して絶対に真実を告げなかったとい

うことです。本当のことを告げなかっ

たのです。ということは、我々は人間

として扱われていないことだと、私は

思います。終戦直後、私たちは北朝鮮

の興上裡という小さな村落にいまし

た。ひと月ほど、囲いの中に入れられ

た状態ではありましたが、比較的自由

に生活をしていました。 
 

帰れるぞ！ 

 
１ヶ月後くらいのある日、１００名

くらいのソ連兵がやってきて、「ヤポ

ンスキ・ダモイ！」＝「日本人・帰る

ぞ！」と連呼しました。兵隊たちはみ

んな狂喜した。軍隊には非常呼集とい

うことがあります。夜中でも非常事態

が発生した場合、非常呼集のラッパが

鳴ります。５分以内に軍装を整え、す

べての準備をして集合しなければな

りません。そのような訓練を何回もさ

せられたのですが、ソ連兵の「ヤポン

スキ・ダモイ！」の声を聞くや、軍隊

当時の訓練よりも早く、おそらく半分

程度の時間に５～６００名の全員が

一斉に集合しました。そしてソ連兵の

指示通りに、両側に整列して警戒して

いるソ連兵の隊列の中を咸興の港へ

連れて行かれました。 
そのとき、残念ながらソ連の兵隊は

日本人捕虜が持っていた腕時計をこ

とごとく盗ってしまいました。そして、

「日本へ帰る」と言って乗せられた船

は南ではなく、北へ向かって進んでい

きました。その日の真夜中のことでし

た。１０数名のソ連兵が拳銃を片手に

して、まだ残っている腕時計を略奪し

ていきました。そのときにある兵隊が

「隊長殿！！」と叫び、隊長の名前を

呼びました。増田中尉が、「なんだ！」

と立ち上がったとたんに拳銃で腹を

撃たれました。 
翌日、将校団の参謀が相対して抗議
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をしました。ソ連側の輸送隊の司令官、

少佐の肩章をつけていた、その司令官

は我々の前で全く謝罪の意思を表示

しなかったのです。むしろ、嘘で傲慢

な態度でした。まずそれが、私がソ連

に対する反感の最初の一歩でした。 
 

一転！強制労働が待っていた 

 

そのうちにシベリアに着いた。とこ

ろが同じ言葉で「ヤポンスキ・ダモ

イ！」と繰り返すのです。また指示通

りトラックに乗ると、収容所を転々と

たらいまわしにされました。シベリア

での食事といえば、聞くところにより

ますとソ連では日本人戦犯には１日

に１８００カロリーを保証するとい

うことになっていたようですが、おそ

らく配布されたそれは１５００カロ

リー内外ではなかったかと思います。

日々の三度三度の食事は乾燥野菜と

塩魚をいっしょくたに煮込んだ燕麦

のお粥のみで、夕方にだけ３５０グラ

ムの黒パンが付いただけです。ための

大多数の人が慢性飢餓の状態で、食べ

た後でもおなかが減っているという

状態で、夜も寝られない空腹状態でし

た。 
そのような給与の状態でありなが

ら、日々強制重労働が課せられました。

重い仕事では炭鉱の仕事、比較的軽い

仕事では道路の清掃や側溝掘りなど

でした。いずれにしても日々重労働に

狩り出されました。 
シベリアでの捕虜規定では「零下１

８度以下のときは屋外労働は禁止」、

となっていました。それなのに私は零

下４２度で除雪作業に狩り出された

こともありました。このときは仕事に

もなりませんでしたが、零下１８度以

下という捕慮規定も全く守れなかっ

た。ざんねんながら・・・。 
やがてシベリアで「民主運動」が始

まりました。それは、民主運動に参加

するということは、ほとんどの兵隊た

ちは帰国が早まるという条件になる、

と理解するのです。したがって日本人

捕虜の多くの人は早く帰りたいがた

めに、同僚を密告する、ということが

横行しました。隣の人間が信じられな

い、という人間苦にも陥りました。 
 

四重苦と民主運動 

 
私のシベリアでの体験は四重苦の

体験だったと思います。昭和２３年に

なって私はウォロシロフ収容所とい

うところで、糧秣係、兼炊事班長をし

ていました。収容所の担当兵と色んな

話をして、私は好感を持たれました。

そのうち、兵隊が二人できて私に「民

主クラブを創ろう」と持ちかけてきま

した。私は無碍に断ってしまいました。

というのは、入所以来体験してきた、

私としては許し難い、非人間的な扱い

に対する強い反発心があったからで

す。 
民主運動が始まりますと「日本新

聞」の読書会、「ソ同盟、共産党史」

の読書会などが毎晩開かれまして、重

労働から疲れて帰ってきた兵隊たち

が狂信的にそこに駆りだされました。
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私は、比較的楽な仕事をしていたので

それには参加していました。その過程

で、私はソ連の政治部員によって二回、

呼び出されました。 
最初の時は、午前中に述べた、中国

の索格荘での実的刺突のことを聞か

れました。それを私はスラスラと認め

ました。というのは、あれは大隊長の

命令だから俺には責任はない、と安易

に考えていたからです。そして二度目

に呼び出されたとき、シベリアで知り

合った池田君の身上調査、つまり「密

告の強要」でした。 
池田君は、満州国の警察官でありま

した。その警察官であったことの素性

がばれたら帰れないかも知れない、と

私に漏らしていました。政治部員は、

その池田の前歴を洗いざらい調べて

報告せよ、と迫ってきました。そして

最後に「これは命令だ！！」とおどさ

れました。私は熟慮の末、答えました。

たとえ命令であっても添えられませ

ん、と。 
政治部員は激怒した。「もうよい、

帰れ！」「だが、お前は帰さんぞ！」

と怒鳴りつけました。ここで私は、そ

のために生き延びてきた「帰還の夢」

は消え去ったことを悟りました。絶望

のどん底に落とし入れられてしまい

ました。 
部屋に帰って、悶々とした幾ときか

が過ぎました。そのとき、天上の澄み

渡る声を聞いたのです。 
「それでよろしい！」「お前は正し

いことをしたのだ！」 
という声と同時に、カントの墓碑銘

が蘇ってきたのです。 

「それをしばしば、また常に、思

えば思うほど、ますます新たに、また

力強く、驚嘆と畏敬の念をもって心を

満たすものが二つある。我が上なる星

輝く空と、我が内なる道徳律である」                                               

 

この言葉は彼の「実践理性批判」

の結語であり、また彼の墓碑銘でもあ

る。この言葉を静かに反復して私は救

われた。私は人間が人間と言われるに

ふさわしい「良心の声」に従った。そ

のために「帰国の夢」は失ったが、「密

告者」とはならなかった。 

昭和２４年に入りますと、シベリア

の民主運動は「反ファシズム委員会」

と改名されました。またハバロフスク

地区本部の指導者たちが頻繁に収容

所に出入りし始めました。 
彼等はいずれも立派な服装をしていた。

真新しいソ連製のルパーシカ（綿入れの上

衣）とピカピカの長靴を身に着けていた。

その姿は、「異邦人」のようであり、その態

度は横柄であった。彼等だけには警戒兵も

つかず管理所への出入りは全く自由だった。

上等な食事をし、俸給も貰っていた。私は

どうしても彼等が好きになれなかった。私

の目には、彼等は「虎の威を仮る狐」にし

か見えなかった。（小文字部分は絵鳩さんの

手記より） 

 

たった一人の反動分子 

 
と同時に「反動分子」の摘発がはじ

まったのです。こうして昭和２４年の

夏のある日、ウォロシロウ収容所の反

ファシスト委員会が大衆集会を開き
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ました。そこへ彼らが「反動分子」と

にらむ、私を含む３名が呼び出されま

した。大衆に、私たちの「反動的な言

動」を摘発させるのです。そして最後

に委員長から、前言の撤回と謝罪を求

められました。 
私に対しては、多くの大衆から「シ

ベリアの民主運動はソ連によってそ

そのかされたものだ」と我々の民主運

動を軽蔑し、ある者はまた、彼は「シ

ベリアの民主運動は、早く帰りたいた

めの運動にすぎない」「そんな運動に

は参加しない」と公言している、等々

が挙げられました。 
最後に委員長は言った。 
「いま、何か言うことはないか！」

と。 
私は答えました。 
「いま、諸君らから挙げられた言動

は、すべて間違いなく私の言動であ

る。」「同時に、私の人格的表現でもあ

る。」「故に、この場で訂正する意図は

全くない！」と。 
大衆はしばらく、唖然として声をの

みました。 
やがて誰かが叫んだ。 
「反動だ！」 
「奴を隔離しろ！！」と。 
こうして私は、６００名の収容者の

中のたった１名の「反動分子」として、

病棟の外れの１室に隔離されてしま

った。食事も別に部屋まで持ち込まれ、

仲間との接触を一切絶たれた。しかし

労働には駆り出された。 

私が隔離されてほどない或る日、管理所

長が自ら私を部屋に訪ねてきた。彼は、現

在の私の境遇を、個人的に同情しているよ

うだった。所長は、山下、寺田のように自

己批判して早くもとの状態に帰ることを勧

めた。彼は静かに諭すようにこんなことも

言われた。     

 「君は大学では哲学を専攻したそうだが、

そんな君なら、当然、唯物弁証法が観念弁

証法よりも正しいことぐらいは分かるだろ

う」 

 その時私は、言下にこう言い張った。 

  「いや、分かりません。分からないから

民主運動も致しません」 

  「じゃぁ、何時になったら分かるのか

ね？」 

  「それが分かるまでには、少なくとも１

０年はかかりましょう」  

 所長は、苦笑しながら呆れ顔で去ってい

った。以後、私には暗い孤独の日々が残さ

れてしまった。（絵鳩さんの手記より） 

 

そして、昭和２４年９月、秋晴れの

ある日、私は独りトラックに乗せられ

た。辿り着いたところは、ウォロシロ

フから１００キロも離れた、アルチョ

ム収容所だった。たった一人でトラッ

クに乗せられて送り込まれました。そ

こは「反動分子」だけが集められた「懲

罰ラーゲル」であった。 
しかし、その後そこからまたウラジ

オストク収容所、ハバロフスク収容所

を転々として強制労働に服しました。 
 
 

撫順戦犯管理所は 

人間改造の学校であった 
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これからいよいよ撫順戦犯管理所

時代に移ります。 
これは一ことで言いますと、反省から

謝罪への過程を経た６年間でした。撫

順戦犯管理所は人間改造の学校であ

った、と言えると思います。 
 １９５０年７月、私は９６９名の仲

間とともに、またしても「ダモイ！」

と言われてハバロフスクのある無人

駅から貨物列車に乗せられました。こ

れもまた帰国列車ではなかった。中華

人民共和国への身柄の送還でした。そ

の時から、撫順戦犯管理所で６年間の

拘禁生活を送りました。 
 まず最初に、人道的な待遇について

述べます。これが反省の糸口となりま

す。撫順戦犯管理所で私たちは想像を

絶する優遇を受けました。周恩来総理

は「戦犯とて人間である」「人間であ

る以上、その人格を尊重せよ」と指示

された、と後に聞きます。 
 撫順戦犯管理所では、強制労働がな

かったばかりか、戦犯に対する殴打の

音や罵声すら聞くことはなかった。そ

ればかりか、戦犯収容所の工作員たち

は日に２回のコーリャン飯を食べな

がら、我々戦犯には３度３度米の飯を

与えたばかりか、正月や記念日などに

はお雑煮、お寿司、おはぎ等々の特別

食までふるまってくれたのです。 
 日々の運動時間の確保は言うまで

もなく、週に１度の入浴、月に１度の

理髪、随時の身体検査、体育日の設定、

数え切れないほどの映画上映会、中国

映画も外国映画も見せてくれました。

春と秋には体育祭と文化祭も開催さ

れました。また病人は民間病院へ入院

させ、そして有り余る学習時間の保証、

等々と至れり尽くせりの待遇であり

ました。 
 聞けば、当時の孫明斎管理所長は叔

父を、また、常に笑顔をもって接して

くれた呉浩然指導員は実の父親を、ま

たある指導員は自己を除く全家族員

が日本軍によって殺害されたと聞き

ました。このような人々にとって我々

日本戦犯は、当然憎むべき敵であるは

ずです。にもかかわらず、以上述べた

ような優遇をしてくれるではありま

せんか。 
 私は過去、日本軍が中国人捕虜など

人間と思わず、拷問したり、虐殺した

りした事件を思い浮かべ、わが民族と

その一員である自己とを深く恥まし

た。と同時に中国側の工作員たちの偉

大な人間指導に心から敬服しました。

そのことが、私が初めて過去の戦争を

反省する糸口ともなりました。 
   

理論学習の成果 

中国人民の立場に立つ 

 
 そこで私はこのような偉大な人間

をつくり上げた中国共産党とはどの

ような党であろうか、と真剣に考えな

いわけにはいきませんでした。まず、

毛沢東の論文「矛盾論」と「実践論」

を共同学習し、私は強い衝撃を受けま

した。 
 この平明な哲学論文、それはあの偉

大な中国革命の理論的指導者であっ

たことを知り、過去私が自らのよりど
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ころとしていたカント倫理学の探求

も、理論の遊戯にすぎなかったことを

深く反省させられました。 
また毛沢東の論文「持久戦」につい

ては、日中戦争の勃発当初に書かれた

ものながら、戦争の推移が科学的に、

的確的に捉えられていて全くその通

りの展開と結末を見たことに、強い感

動を受けました。 
 また、この論文の中には八路軍の守

るべき「３つの民主主義」が書かれて

います。その第一が「上級と兵士との

民主」、第二が「軍隊と民衆との民主」、

第三に「捕虜との民主」という驚くべ

き表現に接しました。私たちが、常日

頃受けているこの人道的な待遇が、実

はここに深い根拠をもっていたこと

を知って、私の感動は止まりませんで

した。 
 そして次第に私は中国共産党の、世

界と人間を改造するというその遠大

な理想と、恒久平和への願いを理解す

ることができ、被害者である中国人民

の立場に立って過去の戦争を反省す

ることができるようになりました。 
  

認罪運動の展開 

 
 先日、NHK のハイビジョン放送で
「認罪：撫順戦犯管理所の 6年」の放
映がありました。そこの私も登場しま

したが、プロデューサーとけんかした

ために私の出番が最も少なくなりま

した。私の主張したことで重要なこと

は全部カットされました。あの番組の

中で私が特に批判したいことは、あの

番組は、戦犯でもない人たちが中国へ

戦犯となって送られて、しかも中国は

彼らが犯した罪を告白することを強

要した、というそのような面が非常に

強いのです。 
プロデューサーの言ったことは、彼

は番組の目的は、「有りのままのこと

を表現することだ」というのです。撫

順戦犯管理所は、日本人捕虜に対して

とったその政策がどんなものであっ

たか、ということを知るためには彼ら

が国へ帰って、その後何をしたかとい

うことに触れなければ全く意味はな

い、と私は強く言いました。しかしそ

のような私の主張は認められず、あの

ような番組となってしまいました。 
中国に送られて 5 年目を迎えた春、
私たち日本人戦犯は「認罪運動」を起

こしました。「認罪運動」とは、過去

侵略戦争の中で各自が犯した一切の

罪を告白し、中国人民の前に深く謝罪

するという、そのような運動でした。

それは、一面では死を覚悟しての運動

でもありました。当初私は大学教育を

受けたために自分を進歩的だ、とうぬ

ぼれていました。日本軍隊の野獣性に

は怒りさえ覚えたとして、自ら侵略戦

争に参加しながら、自己をその埒外に

おいていました。 
 だが、考えてみれば過去、天皇制フ

ァシズムに抵抗しないで、現実に銃を

携えた侵略軍隊の一員である以上、そ

の中での思想、意識の相違などという

ものは被害者にすれば、これはとるに

足らない矛盾でしかない。その上私は

大隊長の残忍極まりない命令に屈伏

して、初年兵に捕虜を虐殺させてしま
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いました。私をこの罪に陥れた責任、

これは決定的に重いし、またこの大隊

長の命令は、「上官の命令は朕の命令

と心得よ」と宣言して憚らなかった日

本軍隊の総帥、天皇にまで及ぶことも、

また確かでありましょう。 
 だが、上官の許し難い命令に屈伏し

て、実行したのはまさにこの私であり

ますから私の責任でもあります。日本

軍隊の機構の中ではやむをえなかっ

た、とした先ほどの自己弁解は、殺害

された被害者にすればそれは許し難

い弁解であった。私は、こう悟ること

ができました。 
 そして、侵略戦争中に犯した一切の

罪を告白して、中国人民の前に深く謝

罪しました。 
 

寛大判決 

 

 中華人民共和国の日本人戦犯に対

する、軍事裁判は極めて寛大でありま

した。1062名の日本人戦犯中わずか、
45名が軍事裁判にかけられましたが、
そこには死刑も終身刑もなく、最高刑

が２０年の禁固刑でした。しかもこの

刑期の中には戦後経過していた１１

年が参入されていました。日本人戦犯

全員は、起訴免除、即日釈放の寛大判

決を受けて昭和３１年夏、３班に分か

れて帰国しました。 
 私も最終班の１名として、再び懐か

しい祖国の土を踏むことができまし

た。２８才で軍隊にとられて私は、す

でに４３才になっていました。だが１

５年間にわたる、暗い戦争の中で、せ

めて最後の６年間を撫順戦犯管理所

の中で過ごしたことは、じつに幸せな

ことだったと今でも思っています。 
  
帰国後、我々戦犯体験者は「中国帰

還者連絡会」をつくりました。そして、

高齢のために会を解散するまで４０

数年間にわたって侵略戦争に反対し、

平和と日中友好に貢献するための運

動を、ささやかながら続けてまいりま

した。これはひとえに我々が戦争中に

犯した罪の償いでありましたが、それ

は同時に、後に続く若い世代の人たち

に我々の二の舞だけは踏んでもらい

たくないから、と考えたからでありま

す。 
 ひとまず終わりにします。 
 
姫田さん： 

 ありがとうございます。絵鳩さんが、

まるで原稿を読むように正確にお話

ししていただきましたが、じつはご自

分で書かれた膨大な手記の原稿がご

ざいまして、目次だけでも膨大で、そ

の中には戦後の、今の最後にお話しさ

れた中国帰還者連絡会の組織や活動

のこと、そして照れくさくてお話しに

ならなかったのだと思いますが、帰国

後すぐにご結婚されたのです。１９５

６年に４３才だったのですね。 
 僕はこの原稿を読ませていただい

て、感動しました。奥様は３８才で、

１５年間待ってくださっていたので

すね。（絵鳩さんに向かって）どう思

われましたか？ 
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「洗脳」とは？ 

 
 絵鳩さん： 
私が舞鶴に上陸する際に、船は沖の

停泊して小さな船で何回も往復して

運んで上陸したのです。みんなわれ先

にボートに乗り移ろうとするのです。

私は最終のボートのしかも一番最後

に上陸しました。中国帰還者連絡会の

メンバーでは一番最後に上陸したこ

とになります。 
 そこで、自分では落ち着いて上陸し

たと思ったのですが、私を迎えにきた

許嫁がわからないのです。弟がいてそ

の隣に女性がいたのですが、弟の嫁と

思ったのです。そして東京から家へ帰

りました。私の兄弟が迎えにきました。

私の妹が馬鹿になれなれしくあいさ

つするのですが、妹がわからないので

す。妹に「お兄さんは戦争で頭が変に

なった」と言われるほど、わかりませ

んでした。 
 ともかく、１５年間は男性ならば待

ちきれないだろう。私も待ちきれなか

った。それを考えると今でも妻には感

謝しています。（拍手） 
 
 
姫田さん： 
色々お書きになっていることで感

動する場面が多くて、私も始めて聞い

たのですが、人間が人間として扱われ

なかったゾビエト時代のラーゲリの

体験から、そのことが基になって中国

の戦犯管理所で人間として扱われた

ことの感動、感激がよりいっそう大き

くなったのだというように理解でき

ました。 
 シベリア時代の悪口、苦労話は多く

の体験者が話してきましたが、その人

たちが帰国してから人間的に変わっ

たという話はあまり聞いていません。

ですから「洗脳」という言葉が一時は

やりまして、私が論文で「洗脳」なの

か「翻身」なのかという論文を書いた

ことがあります。 
 「洗脳」というのは、ラーゲリでの

お話しにあったように強制的に、民主

化とか、告白とかをさせるという、そ

うして人間の頭を無理矢理変えてい

こうとすることが「洗脳」ですね。「翻

身」というのは今日の絵鳩さんのお話

のように、自分で反省し、自分で変わ

っていこう、という努力をすることが

「翻身」です。中帰連の方々が、決し

て洗脳ではなくて翻身だったのだ、と

いうことを書いたことがあります。今

日のお話しを聞いて、私の書いたこと

が間違っていないことを確信しまし

た。 
もう少し絵鳩さんにお話しいただ

きます。「洗脳」についてお話しくだ

さい。 
 
絵鳩さん： 
私たちが舞鶴に上陸した日の朝日

新聞の社説で、「今度、『中国で洗脳を

受けた最強組』が上陸した」、と報じ

ました。仲間からそのことを聞いて、

そのとき私は始めて「洗脳」という言

葉を知りました。「洗脳」ということ

は姫田先生が言われたように、物理的

な強制のもとに絶えず同じ思想を注
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入する、というようなことになろうか

と思います。中国で、我々戦犯が最初

どのような扱いを受けたかと言いま

すと、どうしてもシベリアでの体験と

の比較になりますが、我々がハバロフ

スクの無人駅から貨物列車に載せら

れて、鍵を掛けられて、すし詰めに押

し込められたその貨車の中は７月の

ことですから、じっさいに４０度は越

えていたと思います。 
 ところが国境の駅、中国の「綏芬河」

で身柄を中国に引き渡されたときは、

満鉄の４人掛の客車に乗せられまし

た。そして看護婦さんが車内を「病人

はいませんか」と回ってきたのです。

貨車から客車に移されただけでも涙

がこぼれました。その上、どうにもな

らないほど空腹だった私たちに腹い

っぱい食べさせてくれました。「満腹」

ということがどんなに幸福なことか、

と感じました。 
 戦犯管理所に着いて、私たちは丸１

年間放っておかれました。中国側から

は何も要求しない。ただ壁には「大声

を上げてはいけない」などと書いた

「戦犯の心得」が貼ってあるだけでし

た。監房規則ですね。あとは自由にさ

せていたのです。 
 退屈した我々は何をしたかという

と、ご飯を残しておいて、それを固め

たり紙を貼ったりして将棋の駒をつ

くり、或いは麻雀パイもつくりました。

それで、四六時中遊んでいたのです。

それを見ても、中国の看守たちは一言

も言わないのです。 
 

「北風と太陽」 

 
 １年間遊びほうけたときに我々は

やがて遊びにも飽きて、何か本が読み

たくなった。そこで中国側に申し入れ

て与えてくれたのが、中国の「人民日

報」、中国共産党の機関紙などや、満

鉄にはたくさんの蔵書があって、それ

も入れてくれました。中国語のできる

仲間が「人民日報」を読んで、聞かせ

てくれました。 
 要するに「洗脳」というのは、イソ

ップ物語の「北風と太陽」の通りでし

た。寒風が旅人に吹きつければ、旅人

はますますマントをきつく巻きつけ

ます。要するに私たちは「帝国主義の

マント」を纏っていたのです。中国は

太陽だったのです。太陽が出てくれば

旅人はマントを自分で脱ぎます。この 
「北風と太陽」の話が、そのまま撫順

戦犯管理所で体験したことに当ては

まるのだと私は思います。 
 だからけっして我々はＮＨＫが放

送したような、あの通りではなかった

のです。（2008年 11月 30日 NHK衛
星放送放映：＜認罪＞中国撫順戦犯管

理所の六年）一部には真実もあります

が、どのように我々が変わったかとい

うことは描かれていません。バイブル

の中に「汝の敵を愛せよ」という言葉

がありましたが、私は人間にはそれは

でき得ないことだと思っていました。

その人間ができないはずのことをし

たことが、私は「奇蹟」だと思うので

す。 
 そのことを中国共産党がじっさい
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に行った。憎むべき戦犯を「罪人」と

してではなく、人間として待遇した。

憎むべき敵を愛するということは人

間にはできない。つまり、それは奇跡

的な行為だったのですね。それがあっ

たからこそ、過去数多くの戦争犯罪を

起こした戦犯が、その悪を認め、過去

に終止符を打って、新たな人間に、平

和を愛する人間に転変していったの

です。    
撫順の奇蹟とは、撫順戦犯管理所で

日本戦犯に対して行われた一つの奇

蹟、その奇蹟があったからこそ日本人

戦犯が日本軍隊の先兵から、大きな意

味で言えば平和のためのたたかいの

戦士になり得たのだ、と思います。 
 

第４の奇蹟 

 
姫田さん： 
その通りだと思います。戦後の９６

９人、そのうちにも病気で亡くなられ

た方もおられましたが、帰国された中

でたった一人だけ、平和と民主主義に

反する裁判官になった人がいますよ

ね。これもある意味、「奇跡」なので

すね。あとの方々は帰国後、職業の危

機にも晒されながらみんな地道に、

黙々と平和のためにたたかってこら

れたのですよね。 
 絵鳩さんの場合は、先生に復帰され

て、郵便局長をも勤められてキチッと

した職業につかれておられましたが、

本当にまじめに日中友好に尽くされ

たと思います。 
 そこで私が先ほど言い忘れたので

すが、第４の奇蹟ということがあると

思います。それは私が大学院の時に中

国で起こった「文化大革命」の時、日

本の民主運動、平和運動はそのほとん

どが分裂しました。中帰連もやはり分

裂しましたね。ですが、それがなんと

それを克服して再統一されています。 
 これは戦後平和運動の中でも珍し

いケースです。これが私は第４の奇蹟

だと思います。そしてこの第４の奇蹟

を呼び起こしたのも、絵鳩さんをはじ

め皆さんの、たいへんな決意とご苦労

があったと思います。その点で私はた

いへん尊敬の念を覚えているところ

です。 
 若者に司会をバトンタッチします。 
 
若者代表： 
管理所で映画上映された、と聞きま

したがどんな映画でしたか。 
 
絵鳩さん： 
忘れた部分もありますが、今思い出

すのは「箱根用水」・・・なかなか思

い出せないなあ・・イタリア映画の「自

転車泥棒」、中国映画では「白毛女」、

なかなか思いだせない。だが１週間に

１回くらいは見ていたと思う。日本映

画、中国映画、だけでなくロシア映画

の「石の花」もあったように思うし、

世界各地の映画を見せてくれました。 
 
姫田さん： 
「石の花」ではありませんか。ソ連

で最初のカラー映画で、私も見ました。 
  
絵鳩さん： 
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とにかく各地の色んな映画を見せ

てくれましたね。ドイツ映画は少なか

ったようだね。映画を見る機会につい

ては、一般の中国人たちよりも優遇さ

れていたことは事実だと思います。 
当時のわれわれの食事は＜上＞将

官、＜中＞佐官、＜下＞一般兵と分け

られていました。その一番下のわれわ

れ一般兵の食事でも当時の中国の人

たちの３日分の食事をわれわれに与

えてくれました。 
 
若者代表： 
今まで絵鳩さんの体験されてきた

ことで、今の若い人たちに一番伝えた

いことはなんでしょうか。 
 

＜若者たちへ＞ 

自分の力を信じなさい 

 
（しばらく考えたあと・・・） 
絵鳩さん： 
一番昔にさかのぼって言いますと、

私が中学校に入学したとき、学校とい

うものが何のためのものかわかりま

せんでした。学校に入るまでは、近所

の「高木の正公(ｼｮｳｺｳ)」と一緒に海岸
の松林で松ぼっくりを拾ったり、蟻を

追っかけたり、たまには川魚をとった

りして遊んでいました。小学校は遊ぶ

ところと思っていました。毎日毎日、

「正公」と一緒に「へへ、のの、への

へのもへじ」の字を書いてばかりいま

した。そしたら最初のテストで１０点

満点の４点だったのです。 

 その点数が何を意味するかわから

ないのでその日もまた鞄を置いてま

た遊びに行きました。それをを父親に

見つけられてものすごくしかられま

した。「このテイノージ（低能児）   

め！お前はうちの子供ではない、出で

行け！」と家を追い出されました。父

がお寺を借りていましたので、その墓

地へ行っていました。父は昔、鳥取県

の小学校の教師をやっていました。そ

の当時、教頭会議で教頭たちに嫌われ

ていた県知事と正面衝突をして首に

なって、その当時は高等小学校を卒業

した生徒に３年間の教育をする塾を

やっていました。 
 その父親にしかられて、その時私が

最初に経験したのは、よちよち歩きの

弟たちに「やーい、シテンヤ（４点）！」

と言われたのです。そのことが、初め

て悔しく思ったことでした。世の中で

最初に悔しく思ったことは弟たちに

馬鹿にされたことでした。その時私は

決心しました。決して将来、私は人に

バカにされるような人間にはならな

いぞ、と。これが私の最初の決意です。 
 ２番目に言いたいことは、田舎の小

学校でしたから上への進学率が非常

に悪い学校だったのです。私も１年浪

人して入ったのですが、１年浪人した

時に私の考えたことは、人にできるこ

とで自分にできないことがあるはず

はない、ということでした。ナポレオ

ンの「私の辞書に不可能の文字は無

い」が私の格言になりました。そして

１日に１２時間勉強しました。 
 兄貴は東京の予備校へ行って失敗

して遊びを覚えて、学校を２回も失敗
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しました。そこで僕は絶対に予備校に

は行かないと決心しました。自分の力

を信じて１２時間の勉強をしてしか

もその間に必ず１時間の運動時間を

設けました。裏の畑でハイジャンプを

やったり幅跳びをやったりしました。

そのことがいまも本当に生きている

のだと思います。 
 今、便利な世の中になっても上級学

校への入学試験も大変厳しい社会だ

と思いますが、皆さんもどうか他人に

頼らずに自分の力を信じて精一杯の

努力をしてください。 
 

＜若者たちへ＞ 

不動の信念を持ってください 

 
 もう一つは、社会を生き抜くために

何か不動の信念を持ってください。そ

の信念をしっかり持っていればどん

な逆境にも耐えられると思います。

我々はソ連で５年間、抑留生活を送り

ました。その時、強い信念を持たない

人は将来を案じて、どうなったでしょ

うか。脱走して銃殺された人も大勢い

ます。 
 この「信念を持つ」ことの裏返し、

僕がシベリア時代を生き抜いてきた

力の中のひとつは、「明日のことはわ

からない」です。だから明日のことを

思い患うことをするな、ということで

した。「明日は野となれ、山となれ」

と、棄てばちかもしれませんが、とに

かく将来のことはわからないのです。

明日のことはわからないのだから、わ

からないことをあれこれ考えている

ことは愚の骨頂です。わからないこと

を考えるからストレスに陥ってしま

うのです。 
 私がシべリアの抑留生活の中で学

んだことは明日のことはわからない、

です。明日のことは神に任せることで

す。人間は今のことを精一杯やる、そ

のことは生き抜くことです。将来のこ

とは神のみが知るのであって、あまり

将来のことをあれこれ悩まないで、そ

の日を生き抜く、充実させるというこ

とに力を注ぐべきだと、私は思います。 
 
若者代表： 
力強いお言葉をどうもありがとう

ございます。心に滲みます。 
 

「漫談教師」＝絵鳩毅 

 
姫田さん： 
絵鳩さんの場合はもう一つありま

す。絵鳩さんが「漫談教師」と言われ

ていましたね。今日本当によくわかっ

たのですが、絵鳩さんは本当によく話

されますよね。それも力強くはっきり

と仰る。これは健康の秘訣ですよね。

お話の内容は大変な深刻で、真面目な

話を、大きな声ではっきりとお話しさ

れる。 
 
絵鳩さん： 
「漫談」について話しましょうか。

私が文部省をやめて最初は山梨県の

女子師範学校に勤めました。女子師範

学校と山梨女学校が併設になってい
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ました。師範学校は小学校の教員にな

る人ばかりでした。その当時は「社会」

のことを「修身」といいました。私は

その「修身」を女学生に教えました。

師範学校では、論理学、心理学、それ

から教育学を教えました。始めて教師

になって高等師範学校を出た先生方

は、その日に教えることをキチッと計

画を立てて、黒板にきれいに整理して

教えるのです。 
 私はそんなことを知りませんので、

話すことがないのです。教科書はそれ

なりにやったのですが、主に力を注い

だのは今あなた方が読んでおいたら

将来プラスになる本を自分でピック

アップして、読書の紹介をしました。

もう一つは旧制水戸高等学校のとき

の話をしました。私の初恋の話をしま

したけれども・・・。 
 私の考えの中には修身などという

ものは、道徳教育の羅列なのですね。

とてもまじめになって話す気になら

ないことが書いてあるのですね。だか

らあけてもくれても本の紹介と、高等

学校の自由の生活について話しまし

た。水戸高等学校には舎監がいないの

です。７つの寮に別れていて、それぞ

れの寮の親玉はみんな学生で、要する

に「自治寮」だったのです。門限もな

ければ何らの制約もない、今の社会に

あのような学校があった方がいいな

あと私は思うのです。今では考えられ

ないような自由な生活であった。 
 その中で私たちが一番身に付いた

のは毎晩、コンパといって各部屋に仲

間たちが集まって、ホール（食堂）か

らコーヒーやうどんをとって、時には

徹夜で「人生いかに生くべきか」を論

じたり恋愛論をたたかわせたりしま

した。そのことがものすごく刺激にな

って、いい勉強になりました。 
 その影響を受けたので私は漫談と

いうことが、人から人に与える影響に

ついて、自分が経験した本当のことを

伝えるということが、相手の人にとっ

てどれだけプラスになるか、力を与え

るかということを、高等学校時代の体

験にもとづいて話をしました。だから

生徒からは「漫談教師」と言われまし

た。 
 そして結局、１年くらい経ったとき

校長から呼び出されて、校長と正面衝

突しました。校長が私の教室での「漫

談」のことを指摘したのです。毎朝の

体操を校長だけがやっていなかった

のです。そこで私は、なぜ校長だけが

朝の体操をやらないのか、あなたが体

操をやったら（漫談を）やめましょう、

と答えたのです。 
 校長は身体が不自由なので体操は

行わない、と言いました。とまれ、結

局私は首を切られてその学校を辞め

ました。自慢になるかも知れませんが、

その漫談のおかげだと思います。過去、

私が教えた最初の生徒たちはもう８

５，６才になりますが、未だにその内

の３０名くらいが今でも年賀状をく

れます。 
 先日東京で「平和のための戦争展」

に出席して話したとき、５０年前上田

高校で教えた生徒が私の名前を聞い

て、わざわざ軽井沢から出てきて会う

ことができました。本当にうれしかっ

たですね。あのとき、皆さん本当に真
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剣に聞いてくれてうれしかったなあ

と思いますが、それにプラスアルファ

があったのです。たいへん感謝してい

ます。 
 

楽観主義者＝絵鳩毅 

 
姫田さん： 
私が言いたかったことですが、絵鳩

さんの経歴を聞いても楽観主義者で

すよね。信念の強さ、必ず明日も生き

ていくという、これがまたものすごい

楽観主義ですよね。この楽観主義が長

生きの秘訣でもあるのですね。 
 もう一つ私が感動したのは、絵鳩さ

んの教え子たちが、戦場に行くときに

みんなが駅まで来て泣いてくれた、と

手記に書いてありました。それもみん

な女の子なのですね。そのような記録

を書かれたのも楽観主義ですね。それ

だけではなく、これも絵鳩さんの手記

を読んで感動したのですが、戦争から

シベリア、戦犯管理所までの１５年間

をずーっと待っておられた奥様と、つ

いに結ばれたのですね。たいへんドラ

マチックですね。その楽天主義、将来

の日中友好と平和を信じきっておら

れますよね。 
 そこで日中友好と平和に関して若

い人たちにどのようなことを期待し

ますか。 
 

一人の人間が 

一人の人間に及ぼす影響 

 
絵鳩さん： 
話は少し変わりますが、私は、一人

の人間が外国人と接するとき、その接

することがその人の想像を超える効

果を生むことがあります。私は一人の

外国人と接するときに誠意を持って

接すること、そのことが自分の思いが

けないような大きな成果を日中友好

に及ぼすのだと思います。 
 周恩来総理は、「戦犯とても人間で

ある」と指導し、我々戦犯の好待遇の

元締めだったのが周恩来総理だった。

この周総理が日本人戦犯に対してと

てつもない優遇をしたのかという、そ

れを考える一つの鍵ですが、これはも

し間違っていたら許していただきた

いが、私が聞いたところによると周恩

来総理は過去の一時期、日本に留学さ

れていました。そのとき下宿先の女将

さんからじつに親切なもてなしを受

けたと聞いています。その優遇された

ことが、もちろんそれだけではありま

せんが、後の日本人戦犯に対して想像

を絶するような優遇をした一つの根

拠にそれがあると私は思います。です

から、一人の人間が一人の人間に及ぼ

す、その影響が国際友好の上において

は極めて有効なことだと、私は考えま

す。 
 我々が、中国帰還者連絡会をつくり

まして、毎年のように戦犯管理所の先

生方をお呼びしました。私たちはもち

ろん誠意を持ってもてなしました。そ

のことが先生方がお帰りになって、じ

っさいに日中友好に大きな影響を及

ぼしておられます。そのことの根拠に
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ついて話します。私たちは２０年間の

分裂がありましたが、そろそろ再統一

しようという運動が起こったとき分

裂した双方（社会党系と日本共産党系

の）の中心メンバーが集まって、先生

方を一緒にお呼びしようではないか

という話になりました。そのことを

我々の再統一の前提にしようではな

いか、ということになりました。そし

て先生方をお呼びして一緒に先生方

をもてなしました。 
 その訪日団がお帰りになって、中国

の関係者にそのことが報告されたこ

とによって、それでは撫順戦犯管理所

を元通りに改造して記念館にしよう、

という方針になったと私は聞いてい

ます。 
 いま話したように、一人の力を侮っ

てはいけない。大切にしなければなら

ない。特に外国人と接する我々は、親

切で至れりつくせりの態度で接して

欲しいと思います。そのことが我々が

気づかないところで大きな成果を生

むことになると私は思います。 
 

「中国帰還者連絡会」から「撫

順の奇蹟を受け継ぐ会」へ 

 
姫田さん： 
ひとり一人の力を大切にしょうと

いう絵鳩さんのお話はとても大事な

お話です。中帰連にしても受け継ぐ会

にしても、我が国においては極めて少

数派です。 

 私は中国へ行くと「良心派」といわ

れるのです。自分で言うのは恥ずかし

いのですが、なぜ「日本の良心派の学

者」と紹介されるのか、というのは戦

争責任について、キチッと自覚すべき

であり、キチッと償うべきであるとい

うことを具体的な歴史事実に即して

お話しするからだと思います。 
 最初にお話しした重慶で、日本の登

戸研究所の偽札づくりのお話しをし

ました。 
この事実が意外に中国では知られ

ていないのです。三光作戦や南京虐殺

はよく知られているが、「ソフト面の

作戦」と私は言いますが、偽札が大量

につくられて中国で使用されていた

ことを中国では知らないのです。 
 一方の日本人はもっと知らないの

ですね。だから一人一人が自分の知識

をキチッと積み重ねて、無知であって

はいけないということをつくづく思

います。そのことを中国の方にも、も

っともっと言っていかなければなら

ないと思います。じつは来年(2010 年) 

の 5月に「中国科学院近代史研究所５

０周年シンポジューム」があります。

そこで私がメインタイトルを「戦争責

任をいかに継承するか」について、サ

ブタイトルを「中国帰還者連絡会から

撫順の奇蹟を受け継ぐ会へ」という報

告をしてくることが決まっています。 
 そのために絵鳩さんたち中帰連の

方々の話も積極的に聞いていきたい

と思うし、撫順の奇蹟を受け継ぐ会の

若者たちの話も積極的に聞いておき

たいと思っています。 
 


